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は ち ま ん た い 議 会 だ よ りは ち ま ん た い 議 会 だ よ り

■議員と語る会…………Ｐ２
■１２月定例会……………Ｐ４
■一般質問(８人)………Ｐ6
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議員が４会場に分かれて参加者と意見交換を行いました
（市役所大ホール・11月15日）

１  班

八
幡
平
市
役
所

大
ホ
ー
ル

●
11
月
15
日
●

■
参
加
者　
７
人

市への提言に向け
市民と議員が対話

議員と
語る会

　八幡平市議会は令和６年11月15日、16日、21日の３日間、議会報告会「議員と語る
会」を開催しました。議員が１班と２班に分かれて市内４会場で実施し、合わせて36
人の市民の方からご参加をいただきました。議員が令和６年第３回定例会などの議会
報告をしたほか、「ギカイのひろばの内容で語ろう」をテーマに、全会場で意見交換を
行いました。今回は内容の一部を紹介します。

▼�

公
共
施
設
に
は
、
屋
根
付
き
の
車
い

す
専
用
駐
車
場
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

▼�

地
域
の
声
が
市
に
届
き
に
く
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
単
位
で
テ
ー
マ
ト
ー
ク
を
開
催

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
市
民
か
ら
出

て
い
る
意
見
を
、
少
し
で
も
市
の
総

合
計
画
に
反
映
し
て
も
ら
い
た
い
。

▼�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が

脱
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
公
平

性
を
検
証
し
て
ほ
し
い
。

２  班

八
幡
平
市
役
所

多
目
的
ル
ー
ム

●
１1
月
21
日
●

■
参
加
者　
７
人若い世代も参加してくれました

議員と市民との親睦が深まりました

1  班

荒
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１1
月
16
日
●

■
参
加
者　
４
人

▼�

市
内
に
書
店
が
な
く
な
り
、
書
籍
を

買
い
求
め
る
に
は
、
市
外
ま
で
足
を

運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不
便
を
感

じ
て
い
る
。
建
設
中
の
大
更
駅
前
顔

づ
く
り
施
設
に
図
書
館
機
能
だ
け
で

な
く
、
書
店
も
誘
致
し
て
ほ
し
い
。

▼�

コ
ミ
バ
ス
の
利
用
者
は
少
な
い
の
で
、

タ
ク
シ
ー
補
助
券
の
方
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。

▼�

コ
ミ
バ
ス
の
運
行
に
問
題
が
あ
る
。

小
型
バ
ス
使
用
、
ル
ー
ト
変
更
、
停

留
場
の
増
設
な
ど
市
民
の
意
見
や
要

望
を
取
り
入
れ
て
、
き
め
細
や
か
な

運
営
に
努
め
て
ほ
し
い
。

▼�

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
新
規
就
農
者

の
育
成
を
図
る
た
め
に
消
費
者
や
企

業
か
ら
の
募
金
を
募
り
、
設
備
投
資

の
軽
減
化
を
図
る
施
策
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。

▼�

市
内
の
空
き
家
を
若
者
が
利
用
で
き

る
仕
組
み
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

▼�

多
額
の
投
資
を
し
た
繁
殖
育
成
セ
ン

タ
ー
の
利
用
頭
数
は
、
計
画
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
。
適
正
な
運
営
管

理
に
務
め
る
べ
き
で
あ
る
。

▼�

認
知
症
の
方
が
社
会
参
加
で
き
る
道

筋
（
シ
ス
テ
ム
）
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

▼�

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
西
根

中
、西
根
一
中
、松
尾
中
の
統
合
住
民

説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
財

政
問
題
、
教
育
的
観
点
に
立
っ
て
計

画
的
に
進
め
、
早
め
る
べ
き
で
あ
る
。

▼�

共
働
き
家
庭
が
多
い
の
で
、
朝
早
く

か
ら
夜
遅
く
ま
で
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
場
所
や
病
気
の
時
に
保
育
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

▼�

市
内
の
自
主
防
災
組
織
の
運
営
・
指

導
に
つ
い
て
、
市
が
も
っ
と
力
を
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

２  班

大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１1
月
16
日
●

■
参
加
者　
18
人多くの市民の皆さんが参加

▼�

「
ギ
カ
イ
の
ひ
ろ
ば
」の
大
更
駅
前
顔

づ
く
り
施
設
に
関
す
る
特
集
記
事
に
、

建
設
費
の
記
載
が
な
い
の
は
お
か
し

い
。
わ
ざ
と
掲
載
し
て
い
な
い
の
か
。

▼�

大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
の
子
育
て

エ
リ
ア
は
、
子
育
て
を
す
る
人
の
意

見
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
疑
問
で
あ

る
。
遊
具
の
安
全
面
な
ど
を
含
め
て
、

専
門
家
を
入
れ
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼�

移
転
す
る
図
書
館
は
、
地
域
文
化
の

象
徴
で
も
あ
る
た
め
、
蔵
書
の
充
実

を
希
望
す
る
。

▼�

農
家
は
物
価
高
騰
に
よ
る
経
費
の
増

大
に
苦
し
ん
で
い
る
。
対
策
を
し
て

ほ
し
い
。

▼�

繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
は
、
赤
字
垂
れ

流
し
施
設
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

改
善
策
を
考
え
た
方
が
よ
い
。

▼�

市
外
へ
の
通
学
に
補
助
を
出
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
平
舘
高
校
へ
の
入
学

者
が
増
え
る
よ
う
に
補
助
を
止
め
、

地
元
に
定
着
で
き
る
よ
う
に
支
援
し

て
ほ
し
い
。

▼�

「
ギ
カ
イ
の
ひ
ろ
ば
」が
変
わ
っ
た
こ

と
を
感
じ
る
。
内
容
も
充
実
し
、
見

や
す
く
良
く
な
っ
た
。

▼�

Ｊ
Ｒ
花
輪
線
の
沿
線
に
あ
る
生
い

茂
っ
た
支
障
木
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
で
伐
採
し
て
い
る
が
、
鳥
獣
被
害

も
含
め
て
、
行
政
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

▼�

八
幡
平
市
は
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
強
化
・
分
別
方
法
の

強
化
指
導
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
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12月定例会

「部制の施行」行政組織条例
など提出議案16件を可決

●会期　１２月５日～１2月１3日(９日間)

12月定例会議案採決（議案第２号）

今回は
報告　　　　　１件
市長提出議案　15件
議員提出議案　１件
請願　　　　　１件

１
６
４
１
万
円
増
額

補
正
予
算
専
決
処
分

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
実
施
に
伴
い
、

所
要
の
補
正
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
が
、

特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集

す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
の
で
、
専
決

処
分
す
る
も
の
で
す
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
費
用
の
補

正
だ
が
、
そ
の
う
ち
20
万
４
０

０
０
円
が
財
調
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
に
な
っ
て
い
る
。
費
用

の
全
額
が
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
の
か
。

今
回
の
選
挙
の
対
象
経
費
は
、

県
の
交
付
金
だ
が
、
一
部
の
備

品
購
入
費
に
関
し
て
は
、
全
額

で
は
な
く
、
そ
の
一
部
が
交
付

金
の
対
象
で
あ
る
。

ＱＡ
【
議
案
第
１
号
】　
令
和
６
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
専
決
処
分
に
関

し
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

印
鑑
登
録
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機
に
よ
る

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
開
始
す
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て

印
鑑
登
録
証
明
書
を
発
行
で
き

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人

も
利
用
で
き
る
の
か
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
電
子
証
明

書
搭
載
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ
と

で
、
ス
マ
ホ
か
ら
も
証
明
書
を

発
行
で
き
る
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
利
用
で
き
な
い
。

ＱＡ
【
議
案
第
８
号
】　
八
幡
平
市
印
鑑
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

１
億
６
２
２
０
万
円

増
額
補
正
予
算
可
決

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
２
２

０
万
円
を
増
額
し
、
総
額
３０
億
５
０
４

１
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
歳

出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費　

　
１
億
２
０
０
０
万
円
（
増
額
）

給
付
費
の
１
億
２
０
０
０
万
円

は
、県
の
試
算
だ
と
思
う
が
、市

が
関
わ
っ
て
い
る
部
分
は
あ
る

の
か
伺
う
。

市
で
は
、
県
の
様
式
に
の
っ
と

り
、
医
療
費
や
国
保
の
保
険
者

な
ど
の
情
報
を
報
告
し
て
い
る
。

県
で
全
体
の
試
算
を
し
て
い
る
。

県
の
支
出
金
で
予
算
を
組
ん
で

い
る
が
、
足
り
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
処
理
に

な
る
の
か
。

基
本
的
に
は
、
補
正
予
算
で
対

応
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
保
会

計
の
基
金
が
あ
る
の
で
、
不
足

し
た
場
合
は
、
基
金
を
繰
り
入

れ
て
運
営
し
て
い
く
。

【
議
案
第
12
号
】　
令
和
６
年
度
八
幡
平
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

Ａ Ｑ ＱＡ

教
員
の
長
時
間
労
働

是
正
を
求
め
る
請
願

　
請
願
趣
旨

　
（
請
願
者
＝
岩
手
県
教
職
員
組
合
い

わ
て
盛
岡
支
部
支
部
長
青
野
大
祐
）
教

職
員
不
足
や
長
時
間
労
働
が
深
刻
化
す

る
中
、「
給
特
法
」
を
廃
止
し
、
労
働
基

準
法
を
適
用
し
て
時
間
外
労
働
手
当
を

支
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、国

が
具
体
的
業
務
削
減
策
を
提
示
し
、
教

職
員
が
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
え
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
、
国
の
関
係
機
関
へ
の
意

見
書
提
出
を
請
願
い
た
し
ま
す
。

▼
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

　
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

　
教
職
員
が
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
十

分
に
向
き
合
え
る
環
境
の
整
備
と
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た

め
、
ま
た
、
深
刻
な
教
職
員
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
、
実
効
性
の
あ
る
処
遇

改
善
や
業
務
削
減
を
行
い
、
教
職
員
の

勤
務
環
境
の
改
善
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

■
本
会
議
決
議
結
果　
採
択

【
請
願
第
４
号
】「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等

の
教
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

の
廃
止
及
び
実
効
性
あ
る
学
校
の
働
き
方
改
革

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

組
織
機
構
を
見
直
し

７
年
度
か
ら
部
制
に

　
令
和
８
年
度
か
ら
の
第
３
次
八
幡
平

【
議
案
第
２
号
】　
八
幡
平
市
行
政
組
織
条
例

市
総
合
計
画
に
よ
る
市
勢
発
展
に
資
す

る
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
７

年
度
か
ら
部
制
を
施
行
し
、
よ
り
一
層

の
組
織
横
断
的
な
施
策
の
推
進
、
迅
速

な
政
策
企
画
立
案
な
ど
、
組
織
強
化
を

図
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

２
億
３
１
３
２
万
円

増
額
補
正
予
算
可
決

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
１
３

１
万
８
千
円
を
増
額
し
、
総
額
１
９
１

億
８
８
１
０
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
除
雪
事
業

　
１
億
４
２
５
４
万
８
千
円
（
増
額
）

▼
予
防
接
種
事
業

　
１
８
０
２
万
１
千
円
（
増
額
）

除
雪
業
務
委
託
料
は
、
今
回
の

補
正
で
約
１
億
４
０
０
０
万
円
、

当
初
予
算
で
約
１
億
８
０
０
０

万
円
、
合
計
で
約
３
億
２
０
０

０
万
円
で
あ
る
。
作
業
単
価
が

上
昇
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

れ
ぐ
ら
い
上
昇
し
た
の
か
伺
う
。

補
正
予
算
に
計
上
し
た
単
価
上

昇
に
伴
う
増
額
は
、
約
１
４
０

０
万
円
で
、
１
時
間
当
た
り
の

単
価
と
し
て
は
、
３
０
０
円
か

ら
５
０
０
円
の
上
昇
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
の
補
正
に
つ

い
て
は
、
気
象
庁
な
ど
の
長
期

予
報
に
基
づ
き
、
必
要
額
を
再

【
議
案
第
11
号
】　
令
和
６
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

ＱＡ

検
討
し
、
併
せ
て
過
去
の
実
績

の
平
均
額
を
考
慮
し
て
、
予
算

計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

９
月
に
行
わ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
の
産
業
民
生
分
科
会
の
意

見
と
し
て
「
市
内
で
レ
プ
リ
コ

ン
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
場
合
、

慎
重
な
対
応
を
求
め
る
」
と
提

言
し
て
い
る
。
今
年
度
の
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た

が
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
市
内
で

の
使
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
使
用

状
況
に
つ
い
て
、
市
内
・
市
外

の
医
療
機
関
に
お
け
る
市
民
の

方
々
の
接
種
記
録
を
確
認
し
た

が
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し

た
実
績
は
な
い
。

市
職
員
の
時
間
外
休
日
勤
務
手

当
が
、
昨
年
と
比
較
す
る
と
増

え
て
い
る
理
由
は
。

第
３
次
八
幡
平
市
総
合
計
画
の

策
定
業
務
な
ど
の
事
務
が
発
生

す
る
こ
と
か
ら
増
額
し
て
い
る
。

当
初
予
算
で
は
、
業
務
改
革
を

行
い
、
時
間
外
業
務
を
減
ら
し
、

経
費
削
減
を
し
て
い
く
と
聞
い

て
い
た
が
。

職
員
の
健
康
管
理
に
も
関
わ
る

た
め
、
時
間
外
業
務
を
減
ら
し
、

効
率
的
な
事
務
に
努
め
る
。

ＱＱ ＡＡＡ Ｑ
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関
せき

　治
ひ ろ と

人 議員
（八起会）

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

問　
国
は
仙
台
管
区
気
象
台
の

観
測
に
基
づ
き
、
警
戒
区
域
を

火
口
か
ら
お
お
む
ね
２
㌔
圏
内

と
し
た
が
、
市
は
な
ぜ
そ
れ
以

上
の
範
囲
ま
で
規
制
し
た
の
か
。

市
長　
平
成
30
年
に
策
定
さ
れ

た
避
難
計
画
に
準
じ
実
施
し
た
。

問　
今
回
の
規
制
に
つ
い
て
は
、

県
の
防
災
協
議
会
が
開
か
れ
ず

に
８
年
前
に
制
定
さ
れ
た
避
難

計
画
を
そ
の
ま
ま
運
用
さ
れ
た

よ
う
だ
が
、
規
制
範
囲
が
気
象

台
の
発
表
と
違
う
こ
と
や
運
用

面
で
の
矛
盾
を
感
じ
る
。
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
学
識
経
験
者
の
知
見
を

重
視
し
な
が
ら
、
防
災
協
議
会

で
検
討
す
る
。

樹
海
ラ
イ
ン
通
行
止

問　
地
滑
り
に
よ
り
樹
海
ラ
イ

ン
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
が
、
開

通
の
見
通
し
は
。

市
長　
雪
が
解
け
た
後
に
調
査

を
行
い
、
判
断
さ
れ
る
。

問　
開
通
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ

る
観
光
エ
リ
ア
の
渋
滞
対
策
を

早
期
に
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

市
長　
関
係
機
関
と
連
携
し
て

対
策
を
考
慮
す
る
。

今
後
の
Ｄ
Ｘ
の
展
開

問　
田
山
地
区
で
行
わ
れ
て
き

た
医
療
や
物
流
な
ど
の
実
証
実

験
は
、
地
域
定
着
が
課
題
で
あ

る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　
法
律
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
規
制
緩
和
が
さ
れ
て
お
ら
ず

実
装
に
は
、
ま
だ
課
題
が
残
る
。

問　
メ
デ
ィ
テ
ッ
ク
バ
レ
ー
の

今
後
の
見
通
し
は
。

市
長　
血
圧
の
数
値
を
自
動
送

信
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど

の
新
規
事
業
を
行
い
、
地
域
に

定
着
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問　
ケ
ネ
デ
ィ
元
大
統
領
の
名

言
「
国
が
あ
な
た
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
問
う
の
で
は
な

く
、
あ
な
た
が
国
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
を
問
う
て
ほ
し

い
」。地
方
自
治
の
原
点
で
あ
る
。

市
婦
人
会
で
は
、「
花
と
輪
健

や
か
21
」
活
動
で
こ
れ
を
実
践

し
て
い
る
。
花
輪
線
を
利
用
し

よ
う
を
合
い
言
葉
に
最
寄
り
駅

か
ら
乗
車
し
、
ガ
イ
ド
と
と
も

に
駅
周
辺
の
名
所
・
旧
跡
を
歩

い
て
回
る
。
地
域
へ
の
愛
着
や

誇
り
を
育
む
フ
ッ
ト
パ
ス
の
モ

デ
ル
で
あ
る
。
私
も
趣
旨
に
賛

同
し
、
活
動
が
広
が
る
よ
う
ガ

イ
ド
を
務
め
て
い
る
。
提
案
し

た
フ
ッ
ト
パ
ス
の
検
討
結
果
は
。

市
長　
5
年
度
の
大
更
駅
乗
車

人
員
は
１
日
平
均
１
８
８
人
。

年
々
利
用
者
の
減
少
が
続
い
て

い
る
。
議
員
か
ら
2
回
ご
提
案

の
あ
っ
た
、
市
内
12
駅
を
拠
点

に
し
て
景
観
や
文
化
財
を
活
用

し
た
フ
ッ
ト
パ
ス
事
業
は
、
駅

へ
の
愛
着
を
育
み
地
域
資
源
を

生
か
し
た
観
光
振
興
、
ま
ち
づ

く
り
に
有
効
で
あ
る
。
各
課
と

の
連
携
を
図
り
、
各
駅
に
フ
ッ

ト
パ
ス
コ
ー
ス
の
設
定
を
検
討

中
で
あ
る
。
自
由
通
路
は
市
道

大
更
駅
自
由
通
路
線
と
し
て
管

理
し
て
い
る
。
階
段
や
廊
下
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
物
販
に

つ
い
て
は
、
道
路
の
使
用
許
可

な
ど
事
前
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

タ
マ
大
学
交
流
30
年

問　
市
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

会
と
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
と
の
交

流
は
30
周
年
を
迎
え
た
。
成
果

と
市
の
支
援
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　
延
べ
３
１
９
人
の
学
生

が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
。
国
際

交
流
・
理
解
に
貢
献
し
て
い
る
。

岩
手
山
へ
の
今
後
の
対
応
は

岩
手
山
火
山
防
災
協
議
会
で

岩手山への立ち入り規制看板

Ｊ
Ｒ
乗
っ
て
歩
い
て
再
発
見

12
駅
に
フ
ッ
ト
パ
ス
検
討
中

もっとJR花輪線を利用しよう！！
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髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

齊
さいとう

藤隆
た か お

雄 議員
（日本共産党）

勝
かつまた

又安
やすまさ

正 議員
（八起会）

問　
本
市
の
令
和
５
年
度
家
庭

系
ご
み
は
、
１
人
１
日
当
た
り

６
６
８
㌘
の
排
出
量
で
県
内
で

は
最
も
多
い
。
主
な
要
因
は
。

市
民
課
長　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
や
生
ご
み
の
分
別
・
資
源
化

を
し
て
い
な
い
こ
と
が
主
な
要

因
と
考
え
ら
れ
る
。

問　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
燃
や
す

ご
み
の
う
ち
約
４０
％
は
生
ご
み
、

そ
の
８０
％
が
水
分
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
生
ご
み
を
燃
や
す

た
め
に
年
間
約
３
万
㍑
の
重
油

を
一
緒
に
燃
や
し
て
い
る
。
市

が
目
指
す
二
酸
化
炭
素
排
出
削

減
に
反
し
て
い
る
。
紫
波
町
・

矢
巾
町
・
盛
岡
市
都
南
地
区
・

葛
巻
町
で
は
生
ご
み
の
分
別
・

資
源
化
が
行
わ
れ
て
い
る
が
。

市
長　

プ
ラ
ご
み
の
資
源
化

は
、
庁
内
で
意
思
を
共
有
し
て

い
る
。
プ
ラ
ご
み
の
資
源
化
を

進
め
る
と
、
燃
え
る
ご
み
に
含

ま
れ
て
い
た
プ
ラ
ご
み
が
減
少

し
て
、
焼
却
時
の
火
力
が
下
が

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
油
を

燃
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
本

来
は
プ
ラ
ご
み
と
一
緒
に
、
生

ご
み
の
資
源
化
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
状
で
は
生
ご
み
の

資
源
化
に
は
、
施
設
整
備
な
ど

相
当
な
投
資
が
必
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
生
ご
み
資
源
化
の
導

入
は
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

近
隣
市
町
と
知
恵
を
出
し
合
い
、

資
源
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員

問　
人
事
院
勧
告
を
受
け
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
は
、

４
月
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
引
き
上
げ

を
行
う
の
か
。

総
務
課
長　
今
年
度
か
ら
実
績

評
価
も
行
う
た
め
、
人
事
院
勧

告
ど
お
り
遡
っ
て
実
施
す
る
。

問　
熱
中
症
リ
ス
ク
の
高
い
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
世

帯
に
対
す
る
エ
ア
コ
ン
の
購
入

費
用
の
助
成
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
県
内
で
は
国
が
行
っ
て

い
る
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の

発
表
は
、
本
年
度
３
回
と
な
っ

て
い
る
が
、
当
市
で
は
い
ず
れ

も
国
の
基
準
値
に
達
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

エ
ア
コ
ン
設
置
に
関
し
て
補
助

す
る
考
え
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

自
衛
隊
へ
名
簿
提
供

問　
名
簿
提
供
の
法
的
根
拠
と

提
出
の
義
務
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

自
衛
隊
法
に
、「
必
要

な
報
告
ま
た
は
資
料
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は
名
簿

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

問　
個
人
情
報
保
護
法
で
本
人

の
同
意
が
な
い
の
に
自
治
体
が

提
供
す
る
こ
と
は
、
法
的
に
認

め
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長　
個
人
情
報
保
護
法
で
は
、

個
人
情
報
の
提
供
を
制
限
し
て

い
る
。
し
か
し
、
法
令
に
基
づ

い
た
適
正
な
情
報
提
供
に
つ
い

て
は
、
本
人
の
同
意
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と

捉
え
て
い
る
。

訪
問
介
護
の
現
状
は

問　
安
代
地
区
の
訪
問
介
護
事

業
所
は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

休
止
し
て
い
る
。
今
後
の
対
応

の
考
え
は
。

市
長　
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

在
宅
で
生
活
を
す
る
上
で
大
切

な
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
て
い
る
。

ど
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
方

で
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し

て
い
く
。

問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

運
営
補
助
事
業
の
目
的
は
、
就

業
の
機
会
と
社
会
参
加
に
よ
り
、

自
立
が
促
さ
れ
、
高
齢
者
の
就

業
が
促
進
さ
れ
る
と
あ
る
。
一

方
、
企
業
な
ど
の
定
年
延
長
が

進
み
、
会
員
の
加
入
推
進
が
進

ん
で
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
生
活
に
必
要
な

素
晴
ら
し
い
事
業
で
あ
り
、
市

も
積
極
的
に
関
与
し
、
事
業
の

在
り
方
を
強
化
す
る
べ
き
で
は
。

市
長　
新
規
事
業
の
支
援
や
人

件
費
な
ど
の
上
昇
に
対
応
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
安
定
し
た
運
営

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い

る
。
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

へ
就
業
機
会
を
拡
大
す
る
こ
と

は
、
健
康
増
進
や
生
き
が
い
と

社
会
参
加
促
進
に
寄
与
す
る
。

今
後
も
継
続
し
て
支
援
す
る
。

市
道
鴨
志
田
線
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
は

問　
計
画
か
ら
10
年
近
く
経
過

し
、
住
民
か
ら
不
安
と
心
配
の

声
を
聞
く
。
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　
新
設
の
橋
お
よ
び
不
動

橋
の
２
橋
と
安
比
川
と
オ
ロ
ベ

沢
の
合
流
付
近
の
県
代
行
事
業

は
、
採
択
要
件
に
合
致
し
な
い

と
回
答
を
受
け
た
。
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業
に
よ
り
、

同
路
線
の
整
備
を
市
で
進
め
る
。

ま
た
、
早
い
時
期
に
住
民
説
明

会
を
行
う
。

国
道
沿
い
の
騒
音

問　
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
荒
屋
新

町
地
区
の
国
道
２
８
２
号
を
通

過
す
る
際
の
騒
音
対
応
は
。

市
長　
調
査
を
行
い
、
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

シ
ル
バ
ー
人
材
の
運
営
強
化

就
業
機
会
の
拡
大
に
努
め
る

派遣会員募集中の看板

ご
み
排
出
量
ト
ッ
プ
返
上
を

ご
み
資
源
化
多
額
投
資
必
要

広域化で取り壊し予定の焼却施設

熱
中
症
リ
ス
ク
へ
の
対
策
は

正
し
い
知
識
と
対
応
策
で

熱中症対策はエアコン使用で対応

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員
（八起会）

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

問　
（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く

り
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

賃
金
上
昇
や
電
気
代
を
含
む
光

熱
水
費
の
増
加
な
ど
、
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
た
精
査
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
年
間
７

～
９
千
万
円
の
維
持
管
理
費
を

見
込
ん
で
い
る
が
、
現
状
に
変

わ
り
は
な
い
か
伺
う
。

市
長　
県
内
で
同
程
度
の
施
設

を
所
有
す
る
自
治
体
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

光
熱
水
費
や
点
検
費
用
、
維
持

管
理
費
な
ど
の
増
加
傾
向
が
確

認
さ
れ
た
。
当
施
設
も
大
き
な

影
響
を
受
け
る
見
込
み
で
あ
る
。

各
課
と
連
携
し
て
施
設
運
営
に

掛
か
る
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
。

問　

施
設
の
指
定
管
理
の
要

件
・
募
集
方
法
・
審
査
方
法
に

つ
い
て
、
内
容
の
詳
細
を
伺
う
。

市
長　
今
年
度
中
に
運
営
方
針

を
確
定
し
、
条
例
や
予
算
な
ど

を
審
議
後
、
募
集
要
項
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
７
年
度
に

指
定
管
理
者
の
募
集
を
開
始
し
、

決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災
組
織
の
結
成

問　
自
主
防
災
活
動
は
、
災
害

発
生
時
に
住
民
の
命
を
守
る
た

め
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
し
か
し
、
当
市
の
自
主

防
災
組
織
は
３
組
織
で
あ
り
、

早
期
に
市
内
全
地
域
で
自
主
防

災
組
織
を
結
成
す
る
べ
き
と
捉

え
て
い
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　
市
内
全
域
で
の
自
主
防

災
組
織
結
成
に
向
け
防
災
リ
ー

ダ
ー
育
成
や
振
興
協
議
会
単
位

で
の
組
織
化
に
関
す
る
説
明
会

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
人

材
育
成
と
組
織
の
重
要
性
に
つ

い
て
説
明
会
を
開
催
し
、
速
や

か
な
組
織
化
に
努
め
て
い
く
。

問　
軟
弱
地
盤
改
良
工
事
に
よ

り
工
期
が
延
長
と
な
っ
た
が
、

奥
州
市
「
い
わ
て
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
に
影
響
は
な
い
の
か
。

市
長　
か
さ
上
げ
工
事
で
、
埋

め
立
て
容
量
を
増
や
し
、
令
和

９
年
度
内
ま
で
受
け
入
れ
可
能
。

問　
集
中
豪
雨
な
ど
で
、
下
流

域
の
椛
沢
地
内
に
水
害
が
発
生

し
た
。
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

市
民
課
長　
一
部
越
水
対
策
と

し
て
土
の
う
を
設
置
し
た
。
事

業
団
を
含
め
、
水
路
管
理
者
と

協
議
し
、
越
水
対
策
を
行
う
。

ま
た
、
緊
急
時
の
連
絡
先
を
地

域
住
民
に
周
知
を
図
る
。

問　
（
仮
称
）
椛
沢
大
橋
架
け

替
え
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長　
現
在
の
進
捗
率
は

５４
％
、
工
期
は
、
令
和
７
年
１２

月
３
日
ま
で
の
予
定
で
あ
る
。

人
口
減
少
に
伴
う

公
共
施
設
の
適
正
化

問　
未
利
活
用
施
設
１７
施
設
の

１
つ
で
あ
る
旧
西
根
病
院
の
現

状
を
伺
う
。

市
立
病
院
事
務
局
長　
週
１
回

程
度
施
設
の
状
況
を
確
認
し
、

危
険
箇
所
の
把
握
、
外
壁
材
落

下
防
止
対
策
、
浄
化
槽
お
よ
び

地
下
重
油
タ
ン
ク
の
廃
止
手
続

き
を
完
了
し
て
い
る
。

問　
西
根
・
松
尾
地
区
中
学
校

統
廃
合
に
お
け
る
廃
校
後
の
管

理
、
利
活
用
の
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
長　
学
校
施
設
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
担
っ
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。
廃
校
後
の
跡
地
活
用
は
、

地
域
の
活
性
化
や
発
展
の
た
め

に
、
地
域
住
民
が
集
い
、
世
代

間
交
流
の
場
と
し
て
の
活
用
が

望
ま
し
く
、
地
域
の
意
見
を
伺

い
検
討
し
て
い
く
。

問　
当
市
に
お
け
る
宅
地
の
開

発
許
可
制
度
の
在
り
方
を
伺
う
。

市
長　
平
成
17
年
に
市
宅
地
等

開
発
要
綱
を
定
め
て
お
り
、
都

市
計
画
区
域
内
は
２
千
平
方
㍍

以
上
３
千
平
方
㍍
未
満
の
宅
地

開
発
事
業
を
行
う
場
合
は
、
市

と
協
議
お
よ
び
開
発
協
定
の
締

結
が
必
要
で
あ
る
。

問　
建
設
投
資
が
減
少
す
る
中
、

市
建
設
協
同
組
合
に
は
、
軽
舗

装
の
よ
う
な
工
事
も
必
要
で
は

な
い
か
。

市
長　
市
建
設
協
同
組
合
に
は
、

西
根
・
松
尾
地
区
の
市
道
お
よ

び
権
限
移
譲
県
道
の
除
雪
や
安

代
地
区
の
除
雪
・
排
雪
作
業
を

委
託
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
年

度
か
ら
西
根
・
松
尾
地
区
の
路

肩
除
草
や
安
代
地
区
の
防
雪
柵

の
組
み
立
て
も
委
託
し
て
い
る
。

軽
舗
装
な
ど
の
早
期
発
注
が
可

能
な
工
事
に
配
慮
し
て
公
共
事

業
の
推
進
に
努
め
る
。

特
別
障
害
者
手
当

問　
国
の
手
当
制
度
で
あ
る
特

別
障
害
者
手
当
の
年
間
支
給
額

は
39
万
６
０
８
０
円
で
、
肢
体

が
不
自
由
で
介
護
が
必
要
な
人

た
ち
に
と
っ
て
助
か
る
も
の
で

あ
る
。
制
度
の
周
知
徹
底
は
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
福
祉
課
長　
障
害
者
手
帳
、

し
お
り
を
渡
す
際
の
説
明
に
加

え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
に

掲
載
し
て
周
知
し
て
い
る
。

問　
全
国
的
に
要
介
護
３
、
４
、

５
の
方
の
7
・
２
％
が
対
象
に

な
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

地
域
福
祉
課
長　
地
域
ケ
ア
会

議
な
ど
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

相
談
員
の
集
ま
り
で
詳
し
く
説

明
し
て
い
く
。

市
の
宅
地
開
発
許
可
制
度

協
議
と
開
発
協
定
の
締
結

除雪作業中の市建設協同組合

顔
づ
く
り
施
設
の
指
定
管
理

７
年
度
に
指
定
管
理
者
募
集

工事が進む大更駅前顔づくり施設

平
舘
椛か

ば
ざ
わ沢
産
廃
最
終
処
分
場

供
用
開
始
は
令
和
９
年
度

水路越水による土のう設置状況

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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将来の関係人口となる人材育成
　葛巻町では、平成27年度から山村留学を始め、今年
度で10年目を迎えます。現在、１年生13人、２年生５
人、３年生11人の計29人が学校から徒歩10分に位置する
寄宿舎で生活をしています。寄宿舎の費用は、３食付き
で月額２万円、さらに町運営の学習塾は無料で利用でき、
年間2,500万円を町が学習塾運営会社へ支出しています。

総務教育常任委員会 ■期日　令和６年11月５日
■場所　葛巻町
■内容　山村留学に係る事例調査

山村留学の説明を聞く様子

このほか、町から「葛巻高等学校教育振興協議会」へ年
間1,500万円の補助金を支出し、通学補助、課外講習な
どに活用している取り組みの紹介がありました。葛巻高
校が廃校になると町内での子育てが困難になることが想
定されるため、山村留学制度を取り入れ、生徒数を確保
し、高校を維持することを目的としていました。地域と
の多様な関わりを通して、将来の関係人口となる人材育
成を行い、地域の活性化を期待しているとのことでした。 くずまき山村留学生寄宿舎

会派視察研修 ■期日　令和６年11月25日・26日・27日
■場所　岡山県奈義町、鳥取県八頭町
■内容　少子化対策の取り組みについて

（自由クラブ・日本共産党・松西会）

地域の特性を生かした少子化対策
　奈

な ぎ
義町は、合計特殊出生率が2.95まで回復し、少子化

対策の ｢奇跡のまち｣ として注目を集めています｡ 地域
の二ーズを施策に反映し、住民意識を高めながら支援策
を拡充する取り組みをしていました。少子化対策は子育
て世代だけの問題ではなく、高齢者福祉と位置付け、世
代を超え、住民参加でまちづくりを行っています｡

奈義町子育て等支援施設

　八
や ず
頭町は、平成17年に3町が合併し、平成24年に小

学校が8校から4校、中学校が3校から1校になりまし
た。統合により地域全体の衰退や人口減少、若者の都市
集中が加速する課題を考え、コミュニティ複合施設「隼
Lab.」に取り組んでいました。学校の跡地を有効活用し、
企業や地域住民が集う拠点を整備するとともに、同拠点
が中心となり、地域課題の解消につながる取り組みを実
施。空き校舎の活用を積極的に行っている先進地でした。 八頭町役場本庁舎前での集合写真

地域のニーズに応じた取り組み
　舞

まいづる
鶴市では、子どもたちが天候に左右されず、室内で

体を動かして遊べる場所が欲しいという住民要望を受け、
子育て交流施設「あそびあむ」を開設しました。子ども
と大人が共に遊びを体験する機会を創出するため、大型
遊具ではなく、積み木やアイテム探しなど、職員のアイ
デアで作られた遊具が多数設置されています。

産業民生常任委員会 ■期日　令和６年11月６日・７日・８日
■場所　京都府舞鶴市、福井県若狭町
■内容　子どもと大人がともに遊びを体験できる子育て交流施設、
　　　　就農者の定住に向けた就農支援の取り組みに関する調査

「あそびあむ」を視察する様子

　若
わか さ
狭町は、行政と集落住民が協力し、大阪の農業企業

と連携して、都市からの若者の就農、定住を促進してい
ます。また、集落を活性化することを大きな目標とす
る「有限会社かみなか農楽舎」を平成13年11月に設立
し、２年間の研修で農業だけではなく地域の一員となる
よう、農村での暮らし、歴史、文化、地元交流を深める
活動をしていました。卒業生は53人で、うち27人が就農
者などとして町内に定住しています。 (有)かみなか農楽舎での研修風景

議会改革推進会議 ■期日　令和６年12月10日
■場所　八幡平市役所３階大会議室
■内容　地方議員のなり手不足対策とコンプライアンス

議会の本来の姿は住民の直接参加
　東北大学情報科学研究科の河村和徳准教授（町村議会
議員のなり手不足対策検討会委員）を講師に招き「議員
のなり手不足対策とコンプライアンス」に関する講演を
受講しました。講演では、「一般的に地方議員の定数を
検討する際に議員を減らすことが、行財政改革に役立つ
という誤解がある。また、県や政令指定都市の議員報酬

コンプライアンスとは法令や社会的ルールを守ること

が高すぎるという批判がある。一方で、市町村議員は非
常勤の特別職であり、専業議員は法律上、無職とされて
いる点や議員年金制度は廃止されているほか市町村議員
は国民健康保険や国民年金に加入しており、報酬の低さ
がなり手不足の一因となっている」と説明がありました。
八幡平市の議員定数18に対し、講師からは「人口規模な
どから見ると適性であり、なり手不足を解消するために
は、報酬の引き上げが必要」という意見もありました。 講演に聞き入る市議会議員
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問　〇の中には、どんな文字
　（数字)が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、　　年齢、「ギカイのひ　　
　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず
　記入の上、はがきやファクス、電子メールでご応募ください。
　正解者の中から抽選で５名の方に八幡平市共通商品券 1,000円
　分をお贈りします  (当選者の発表は発送をもって代えさせてい
ただきます）。
※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■締め切り　令和7年3月7日㈮(当日消印有効)
■前回(№77)の正解　３（階）　応募者　12人　　正解者　12人

ク イ ズ

八幡平市議会の
議員定数は〇人
です。

次は　３月定例会　（予定)
※日程は変更になる場合があります。

　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴するこ
とができます。傍聴を希望する方は、議会開催日に市
役所３階の議会事務局までお越しください。
　開催時刻は一部を除き午前 10 時からです（終了時間
は日によって異なります）。詳しくは、八幡平市議会の
ホームページをご確認ください。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階の
テレビでライブ中継を行っているほか、インターネット
（YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画配信して
います。
令和６年12月定例会の視聴回数は　566回です。
　　　　９月定例会の視聴回数は1,243回でした。

（令和７年1月７日時点）

期　日 内　容

２月1９日㈬ 市長施政方針演述  ほか

２月20日㈭
～

３月３日㈪
休会

３月４日㈫～７日㈮ 一般質問

３月８日㈯・９日㈰ 休会

３月10日㈪～14日㈮ 議案審議、
予算特別委員会

３月15日㈯～17日㈪ 休会

３月１８日㈫ 委員長報告  ほか

知ってほしいこと！知ってほしいこと！

八幡平市繁殖育成センターについて八幡平市繁殖育成センターについて
お知らせしたいこと！お知らせしたいこと！

設
立
の
目
的
と
経
緯

　
平
笠
地
区
の
上
坊
牧
野
内
に
建
て
ら
れ
た

市
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
は
、
畜
産
農
家
の
牛

を
預
か
る
こ
と
で
、
設
備
投
資
や
労
力
を
軽

減
し
、
牛
の
増
頭
を
支
援
す
る
こ
と
で
畜
産

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
に
施
設
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
利
用
希
望
頭
数
な
ど
の
課
題
で
25
年
に

計
画
は
凍
結
さ
れ
ま
し
た
。
27
年
に
再
度
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
生
産
基
盤
の
維
持

拡
大
や
地
域
の
畜
産
振
興
を
目
指
し
て
計
画

が
再
始
動
。そ
の
後
、合
意
形
成
を
経
て
、令

和
４
年
９
月
１
日
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

議員全員協議会

　令和７年度行政組織機構（案）が示された。第３次八
幡平市総合計画の各施策、事務事業の推進を見据え、政
策立案の強化、迅速な施策遂行、各部課の横断的対応を
進めるため、部制を導入する。また、子育て支援や福祉
に関する課を再編し、市民の健康や子育て、福祉施策な
どを迅速に実施する。部制の導入と課の再編により、市
民や関係者に分かりやすい組織機構になるとのこと。市
長部局には企画総務部、市民部、福祉部、産業建設部の
４部を設置。教育委員会には部長級職として教育次長を
新設し、議会事務局長は部長級職とする案となっている。

令和７年度から部制を施行

令和６年11月21日の議員全員協議会の様子
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　八幡平市繁殖育成センターは、畜産農家から預かった牛を集団管理す
る施設です。肉用牛と乳用牛を管理する施設は全国的にも珍しく、和牛
分娩から市場出荷までの一貫生産を行う施設として注目されています。
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　実際の施設内部の様子実際の施設内部の様子

項項目目 設設計計・・工工事事費費 国国庫庫補補助助金金

用用地地造造成成・・
ボボーーリリンンググ調調査査

３３億億33,,223399万万円円

建建設設工工事事 1199億億77,,995511万万円円 55億億77,,553355万万円円

機機械械導導入入（（市市負負担担）） 11億億33,,993366万万円円

総総事事業業費費 2244億億55,,112266万万円円 55億億77,,553355万万円円

八八幡幡平平市市繁繁殖殖育育成成セセンンタターー工工事事費費関関連連内内訳訳
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総事業費から国庫補助金を除く18億7,591万円
に地方債を活用することで、11億6,214万円が
国から地方交付税として交付される見込です。
残る7億1,377万円は一般財源からの支出です。
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平舘こども園
保護者会会長

遠
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藤　敏
と し み

美  さん

　地方自治体では、市民が市長と議員を
選ぶ二元代表制を採用しています。議会
の審議・議決を受け、市長が市民へサー
ビスを提供します。「ギカイのひろばの
声」や「議員と語る会」では、市民から
市への意見・要望が寄せられます。しか
し、市民の意見が市政へ反映されても、必
ず全てが実現するわけではなく、市民に
とっての歯がゆさは、議員も同じです。
　　　　　　　　　委員長　熊澤　博

◆編集後記◆

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

声声

ギ
カ
イ
の
ひ
ろ
ば
の「
声
」を

見
て
、同
じ
30
代
が
意
見
を

表
明
し
て
お
り
、
心
強
く
勇
気
が

で
ま
し
た
。（
中
関
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38
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男
性
）

　八幡平市大更で家族とともに農
業を営んでいます。生産した野菜
の一部を学校給食の食材として納
品しており、市内の小・中学校で
提供されています。安全・安心を
モットーに日々農作業にいそしん
でいます。現在建設中の大更駅前
顔づくり施設は、子育て世帯には
とても魅力的な場所です。近くに
屋内で遊べる場所が少なかったの
で、子どもたちもとても楽しみに
しています。また、今年度は市内
でのイベントも多くあり、遠出を
しなくても楽しめることが多かっ
たと思います。駅前を中心に大更
のまち、さらには八幡平市がにぎ
わっていくことを期待しています。
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田
た む ら
村 真

ま り こ
理子 さん

（五百森）

平 舘こども園では、園の畑
でいろいろな種類の野

菜や花を育てたり、季節ごと
の行事を行ったりしています。
子どもたちは日々、ワクワク
しながら園の生活を楽しんで
います。12月には無事にクリ
スマス発表会を終えて、これ
からは雪遊びをいっぱい楽し
むことができます。ソリ遊び
やミニスキー、雪だるま作り
など、子どもたちの元気な笑
い声が園庭に響き渡ることで
しょう。


